
2008年度 カゴメ「凛々子」実践レポート 優秀作品

テーマ【親子での菜国が、食育、そして遊育へと広がる】

大阪府 和泉市立緑ヶ丘保育園
池辺小百合 先生、高野真理子 先生

5歳児 32名

■ 実践のきつかけ :

以前から菜園活動やクッキング、朝市視察などの食育活動は行なっていたが、菜園活動では

クラスで育てるなど、「みんなで育てる」活動であったため、各自の栽培への意識が低かった。

今回、苗をたくさんもらえると聞き、 5歳児で一人一鉢栽培に取り組むことにした。

■ 取り組みの概要と流れ :

● 初めに「自分たちで育てたりりこでトマトソースを作ろう !」 というゴールを子どもたちに
示してから、一人一鉢ずつ苗を植えた。

● 苗の観察画に取り組んだ。苗の生長の変化がわかるよう、前回の観察画に追記していった。
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2008年度 カゴメ「凛々子」実践レポー ト 優秀作品

● 6月 中旬の参観の際に、保護者に活動の主旨を説明した上で、鉢を

持ち帰ってもらって親子栽培を開始した。収穫前には、家庭での苗の

ようすを報告する園児の姿が多く見られた。収穫直前には、まっ赤に

実った「りりこ」のようすを各家庭で書いてもらうように依頼した。

家庭で書いてもらった観察画 (収穫前 )

●  7月 末には各家庭で収穫した トマ トを園に

持参してもらいトマトソース作りを行なった。2～ 4

歳児が見守る中、黄色い卵の上に色鮮やかなトマト

ソースが乗ったオムライスを作って全園児で味わ

った。その後もピザ トーストなど、様々な料理を楽

しみ、H月 の保護者参加行事では、今年度の  取

り組みを報告した。

■ 取り組みによつて得られた成果 :

0 -人一鉢で栽培したことによって、責任を持って育て、栽培の大変さや楽しさを各自が実感す

ることができた。また、自分のトマトができたら作って食べよう !と いう見通しにもつながった。

● スーパーで売っている食べ物が育つようすを知り、保護者も含めて、食への関心が深まった。

■ モグモからのメッセージ :

最初に目標を子どもたちに伝えてから栽培をスター トしたことや、園で観察を

行なったことで、子どもたちの興味や責任感を上手に高めているよ !

その後の家庭栽培では、保護者の方に栽培や収穫への協力をきちんと依頼して

から苗を持ち帰ってもらったことで、その後の収穫や調理までスムーズに行なわ

れているね。H月 にも保護者への最終報告を行なっていて、家庭と園とが信頼
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関係を深めながら進めていったようすがわかるね。家庭との見事な連携プレーに拍手 !


